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ご
比
較
し
て
見
る
ご

　
　
　
　
　
第
噌
団
出
現
第
　
回
出
現
第
三
圖
出
現
、
佐
々
木
彗
星

　
　
　
　
　
（
〃
即
影
）
（
輩
凱
）
（
匙
凱
×
陣
恥
墾
ナ
）

　
こ
れ
で
見
る
ご
、

四
回
出
現
到
る
こ
ご
、
殆
ん
ざ
疑
ふ
べ
き
鯨
地
が
無
い
。

　
此
度
の
出
現
は
、
星
ご
地
球
こ
の
相
互
位
置
か
ら
言
へ
ば

比
較
的
に
好
都
合
の
場
合
で
あ
っ
元
。
距
離
も
近
！
＼
從
っ

て
光
度
も
大
き
か
つ
だ
に
拘
は
ら
す
、
近
日
鮎
通
過
後
十
日

目
ま
で
世
界
中
の
誰
に
も
覆
見
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
不
思
議

ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
前
の
三
回
の
出
現
に
は
、
皆
何
れ

も
近
日
黙
通
廻
の
約
ニ
ケ
月
雪
に
既
に
爽
見
さ
れ
仁
の
で
あ

る
の
に
。
…
…
騰
れ
は
多
分
一
九
一
〇
年
の
時
、
星
が
木
星

に
接
近
し
把
た
め
に
、
軌
道
要
素
が
除
り
よ
く
分
ら
す
、
そ

れ
に
一
九
一
三
年
の
時
に
は
見
逃
し
て
了
つ
陀
淀
め
、
今
回

の
位
置
推
算
に
は
頗
る
不
安
が
あ
っ
だ
の
に
由
る
だ
ろ
う
だ

か
ら
、
な
ま
じ
ひ
に
推
算
位
遣
に
捕
は
れ
る
よ
り
も
、
佐
々

木
君
の
や
う
な
一
心
家
に
よ
っ
て
始
め
て
書
見
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
π
の
で
あ
る
。
（
絡
）
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天
　
　
　
津
　
　
　
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
此
の
假
號
ば
故
佐
々
木
鱈
が
屡
々
用
み
れ
も
の
で
あ
る
一
編
者
）

　
吾
人
の
祀
先
が
始
め
て
、
地
球
上
に
出
現
し
割
譲
時
、
實

生
活
に
入
つ
セ
其
の
瞬
間
か
ら
爲
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
π
第

一
の
仕
事
は
、
時
の
推
移
の
監
観
で
あ
っ
た
、
、

彼
等
は
實
に
是
に
よ
っ
て
食
ひ
、
走
に
よ
っ
て
寝
ね
、
是
に

擦
て
生
き
起
の
で
あ
る
。

彼
等
は
、
美
し
き
花
輪
を
盛
っ
た
金
色
の
麗
を
右
手
に
持
っ

て
徐
々
ご
朝
の
來
る
の
を
見
元
。

彼
等
は
叉
、
廣
漠
π
る
淋
し
き
。
原
の
上
を
、
安
ら
か
な
る
西

の
海
よ
り
金
色
の
瓶
子
に
李
和
の
冷
か
な
る
水
を
読
ん
で
、

夕
の
來
る
の
を
見
把
。
か
く
し
て
李
和
ご
沈
獣
ご
に
包
ま
れ

だ
夜
が
、
翼
ぴ
東
の
塞
が
ら
活
氣
の
充
ち
π
る
査
を
引
蓮
れ

て
造
る
の
を
見
だ
Q

斯
の
如
き
、
自
然
現
象
の
大
な
る
墾
化
は
吾
人
の
買
先
に
、

「
時
」
を
認
識
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
っ
π
。

攣
化
一
實
に
憂
化
こ
そ
は
、
時
を
認
む
る
唯
一
の
要
素
で
あ
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る
。

愛
憎
の
な
い
虞
に
如
何
に
し
て
時
が
存
在
し
得
よ
う
そ
響
、

太
陽
の
出
没
こ
い
ふ
融
化
に
よ
っ
て
、
一
“
こ
い
ふ
時
の
週

期
を
知
も
得
π
、
注
意
深
い
眼
を
持
つ
把
悪
人
の
嫁
先
は
、

鄙
寂
な
夜
の
世
心
を
柔
ら
か
に
照
ら
す
月
面
の
形
相
の
鍵
化

を
、
如
何
で
か
見
逃
し
得
よ
う
そ
。

彼
等
は
当
れ
に
よ
っ
て
梢
よ
長
き
、
月
ご
云
ふ
時
の
週
期
を

認
め
だ
の
で
あ
る
Q

更
に
、
無
限
に
遜
れ
る
闇
黒
の
室
の
中
に
、
謎
の
如
く
輝
く

星
辰
に
驚
異
の
眼
を
見
張
っ
て
居
元
。
彼
等
は
、
間
も
な
く

夕
方
西
の
室
に
或
は
朝
ま
だ
き
東
め
塞
に
見
ゆ
る
星
が
、
常

に
同
じ
も
の
で
な
い
こ
い
ふ
事
に
氣
が
付
い
セ
で
あ
ら
う
。

そ
し
て
そ
れ
が
一
ヶ
月
よ
り
も
、
蓬
に
永
い
「
時
」
の
推
移
の

後
に
、
再
ひ
同
じ
星
が
、
同
じ
時
刻
に
、
同
じ
塞
に
見
ゆ
る

様
に
な
る
こ
い
ふ
事
を
知
っ
π
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
彼
等

は
時
の
適
期
の
中
に
一
年
こ
い
ふ
期
間
の
名
穆
を
も
取
入
れ

セ
の
で
あ
る
。
實
に
是
等
の
時
代
に
は
太
陽
及
星
の
出
入
、

其
の
高
度
又
は
方
位
角
に
よ
っ
て
、
時
を
定
め
、
月
の
形
に

よ
っ
て
日
を
定
め
星
の
観
測
に
よ
っ
て
季
節
を
知
る
ピ
い
ふ

事
は
、
吾
人
の
刷
先
（
當
時
は
．
絡
て
の
人
が
皆
天
文
學
者

で
あ
っ
π
）
の
重
な
る
仕
事
の
一
で
あ
っ
な
の
で
あ
る
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
彼
等
は
是
に
よ
っ
て
、
青
草
の
芽
の
萌

出
る
の
近
き
を
知
り
、
塞
く
淋
し
き
冬
の
準
備
を
し
た
の
で

あ
る
、
否
、
そ
れ
の
み
で
な
く
、
季
節
を
知
る
こ
い
ふ
事
は

暴
風
の
襲
來
、
大
河
の
汎
濫
を
豫
配
す
る
助
け
こ
も
の
つ
陀

の
で
あ
る
（
夏
季
に
於
け
る
ナ
イ
ル
河
の
汎
濫
、
二
百
十
日

の
暴
風
雨
等
の
如
く
）
か
く
、
彼
等
の
盈
活
の
大
部
分
を
占

め
て
居
π
前
の
監
覗
は
唯
に
虐
代
の
み
な
ら
す
、
現
代
の
吾

人
に
ε
つ
て
も
ヌ
、
極
め
〆
、
必
要
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
否

そ
の
必
要
の
度
は
盆
よ
増
加
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
る

に
も
拘
ら
す
、
吾
人
は
時
を
知
る
に
古
人
の
如
く
、
迂
な
る

方
法
を
探
ら
な
い
。
吾
人
は
少
し
も
天
禮
の
下
行
に
關
す
る

智
識
．
を
必
要
こ
し
な
い
。
唯
時
計
を
見
れ
ば
よ
く
、
季
節
を

知
る
に
は
暦
を
見
た
ゴ
け
で
足
り
る
。

拐
、
昔
ご
、
今
ご
時
を
知
る
方
法
が
違
っ
た
の
で
あ
ら
う
か

？
吾
人
は
時
を
知
る
上
に
於
て
何
等
か
新
し
い
方
法
を
螢
見

し
セ
ら
う
か
？

否
、
其
は
乱
雲
見
上
の
差
違
で
あ
る
。

仕
事
が
分
業
的
に
な
り
、
時
の
測
定
こ
い
ふ
事
が
彫
る
特
殊

の
人
々
の
手
に
移
さ
れ
、
　
一
般
の
人
々
は
そ
の
結
果
の
報
知
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を
、
受
け
て
居
る
こ
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。

然
し
て
、
其
の
特
殊
の
人
々
が
時
を
定
」
め
る
方
法
は
、
根
底

に
於
紙
魂
先
の
や
つ
セ
方
法
ご
何
等
の
異
る
鐵
が
な
い
の

で
あ
る
、
是
か
ら
時
間
（
時
刻
ご
時
刻
の
間
隔
）
の
測
定
ε
、

時
刻
の
決
定
ご
に
研
究
の
歩
を
進
め
よ
う
。

総
て
恐
灌
化
は
皆
時
を
要
す
る
か
ら
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
あ

ら
ゆ
る
攣
化
が
時
を
表
し
得
る
か
ら
、
吾
人
は
如
何
、
辱
る
種

類
の
墾
化
で
あ
ら
う
こ
も
、
そ
の
一
定
の
特
異
よ
り
、
他
の

芸
態
に
到
る
ま
で
の
間
隔
を
時
間
の
尊
位
こ
す
る
事
が
出
品

る
・
然
し
な
が
ら
吾
人
の
便
宜
の
工
め
に
は
、
そ
め
礎
化
が

等
速
で
あ
る
を
可
こ
す
る
。
帥
も
定
ま
れ
る
状
態
か
ら
他
の

定
ま
れ
る
業
態
に
達
「
す
る
時
間
が
い
つ
で
も
同
じ
で
あ
る
べ

一
且
つ
そ
れ
が
吾
人
の
到
り
得
る
影
身
で
も
観
測
し
得
る
も

の
で
な
け
れ
ば
・
な
ら
ぬ
。

此
の
様
ゼ
含
量
を
持
ち
出
し
て
見
る
ご
、
そ
れ
に
適
す
る
磁

化
は
、
地
球
の
自
轄
の
み
で
あ
る
事
に
氣
が
付
く
で
あ
ら
う

地
球
の
自
轄
の
速
度
は
全
く
一
定
し
て
居
う
、
永
久
不
愛
で

あ
る
。
且
つ
苦
人
の
佳
し
て
居
る
地
球
、
全
艦
の
運
動
な
る
が

故
何
庭
に
あ
っ
て
も
同
様
に
、
正
確
に
観
測
す
る
事
が
出
血

る
。
然
し
な
茄
ら
、
汽
車
の
運
動
を
知
る
に
は
、
客
室
の
網

棚
を
見
て
居
っ
て
は
い
け
な
い
ご
同
じ
く
、
地
球
の
自
聴
を

知
る
に
は
地
球
外
の
物
を
標
準
こ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
兎
。
邸

ち
、
太
陽
、
月
、
星
等
の
天
工
を
標
準
こ
し
て
薗
轄
を
観

測
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
是
等
の
天
膿
の
一
つ
が
吾
人
の

立
て
る
前
方
の
樹
の
頂
に
來
て
か
ら
、
共
の
翌
日
、
再
び
同

じ
頂
に
理
る
ま
で
の
間
が
、
地
球
の
一
自
縛
に
要
す
る
時
間

で
あ
る
。
さ
れ
ざ
、
汽
車
の
速
度
を
測
る
に
、
歩
め
る
入
こ

か
夫
自
身
が
運
動
し
て
居
る
も
の
を
標
準
に
ご
つ
て
は
、
何

に
も
な
ら
ぬ
ご
同
し
く
、
地
球
の
自
書
を
観
測
す
る
に
も
夫

自
身
が
静
止
し
て
居
る
も
の
、
即
ち
恒
星
を
標
準
こ
せ
ね

ば
な
ら
．
ぬ
。
起
る
方
向
に
固
定
さ
れ
π
、
望
遠
鏡
の
中
に
張
．

っ
把
、
細
い
蜘
蛛
の
糸
を
、
一
つ
の
恒
星
が
通
．
過
し
柁
瞬
間

ご
、
翌
晩
同
じ
星
が
其
の
同
じ
糸
を
通
過
す
る
瞬
間
迄
の
時

間
が
、
正
確
な
る
地
球
自
縛
に
要
す
る
時
で
、
総
て
の
時
間

の
基
準
で
あ
る
。
此
の
長
さ
を
一
恒
星
日
ご
．
名
付
け
そ
の
一
、
一

十
四
分
の
一
が
一
恒
星
、
そ
の
六
十
分
前
一
が
一
恒
星
分
で

あ
る
。

然
し
吾
人
は
術
此
の
外
に
、
他
の
時
間
系
を
持
っ
て
居
る
。

そ
れ
は
太
陽
を
標
準
こ
し
だ
も
の
で
あ
る
。

太
陽
は
夫
自
身
動
い
て
る
の
で
（
否
實
は
地
球
が
公
韓
し
て
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る
の
で
あ
る
）
そ
れ
を
標
準
こ
し
て
計
つ
だ
一
“
は
、
一
恒

星
日
よ
り
四
分
許
長
い
。
此
の
一
日
を
一
太
陽
田
こ
い
ふ
の

で
あ
る
Q

地
球
公
轄
の
速
度
が
等
し
く
な
い
悩
め
ご
（
軌
道
の
形
が
薦

圓
な
る
故
）
地
球
の
赤
渣
李
面
が
、
公
韓
の
軌
道
二
面
（
帥

ち
黄
道
面
）
ぐ
裂
い
て
居
る
爲
め
に
、
眞
太
陽
日
の
長
さ
が

時
に
よ
っ
て
、
異
る
。
此
の
不
揃
な
眞
太
陽
H
を
、
其
の
儘

吾
人
の
生
活
に
月
ひ
る
こ
ご
は
、
極
め
て
不
都
合
で
あ
っ
て

到
底
此
の
調
子
の
揃
ふ
や
う
な
時
計
を
作
る
事
が
出
來
な
い

其
故
眞
太
陽
日
の
長
さ
を
一
年
を
通
じ
て
、
面
汚
し
通
常
此

を
用
ひ
る
の
で
あ
る
。

此
の
李
均
し
セ
長
さ
を
一
準
均
太
陽
日
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。

我
々
の
日
常
生
活
は
、
チ
ッ
ボ
ケ
な
星
よ
り
も
、
大
き
い
太

陽
こ
の
交
渉
の
方
が
非
常
に
密
接
で
あ
る
か
ら
、
生
計
上
は

李
均
太
陽
時
間
を
罵
ひ
て
み
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
時
間
の
軍
位
は
定
っ
化
が
、
次
に
獲
つ
紀
問
題
は
、

時
刻
の
決
定
で
あ
る
。
帥
ち
或
る
事
件
の
起
つ
槌
瞬
間
が
、

何
時
何
分
何
秒
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
る
。

是
に
は
、
時
の
長
い
連
鎮
の
間
に
一
つ
の
起
貼
を
設
け
れ
ば

充
分
で
あ
る
。
そ
の
起
職
か
ら
、
其
の
事
件
の
鵡
つ
だ
時
迄

の
時
間
を
計
れ
ば
そ
れ
で
そ
の
時
刻
は
定
つ
托
の
で
あ
る
Q

一
年
忌
起
工
こ
か
、
　
一
ヶ
月
の
趨
鮎
こ
か
は
暫
ら
く
措
い
て

薙
に
は
唯
一
日
以
内
の
時
刻
に
つ
い
て
、
少
し
く
記
述
し
て

見
や
う
。
此
の
問
題
は
叉
、
次
の
如
く
に
も
言
ひ
得
る
。

今
斎
庭
に
一
ケ
の
時
計
が
あ
っ
て
、
其
時
計
は
地
球
の
一
自

縛
す
る
間
に
正
確
に
二
十
四
時
間
を
刻
む
ご
す
る
。
帥
ち
此

の
時
計
で
は
正
し
い
時
間
を
示
し
得
る
こ
す
る
。
拐
是
を
し

て
正
し
い
時
刻
を
示
さ
し
む
る
爲
め
に
は
、
此
の
時
計
の
針

を
一
審
い
っ
零
の
所
へ
置
く
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

叉
は
何
が
如
何
様
に
、
な
つ
だ
ざ
き
何
時
何
分
ご
定
む
べ
き

で
、
あ
ら
う
か
。
？

　
　
　
　
時
刻
の
測
定
法

今
假
㌧
に
天
球
上
に
一
定
黙
を
設
け
、
そ
の
黙
が
爾
惜
し
だ

時
を
以
て
零
時
こ
す
る
ご
約
束
し
把
な
ら
ば
、
此
の
時
刻
の

決
定
ビ
云
ふ
問
題
は
極
め
て
簡
輩
に
解
決
が
つ
く
で
あ
ら
う

實
際
吾
人
は
現
に
此
の
方
法
を
用
ひ
て
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
此
の
鮎
の
撰
び
方
に
よ
っ
て
、
次
の
榛
な
三
種
．
類
の

時
刻
の
言
ひ
衷
し
方
が
あ
る
・
し

　
一
、
恒
星
時
、
春
分
鮎
が
南
中
し
た
ご
さ
を
零
時
こ
す
る

　
　
　
も
の
Q
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2
、

R
、

李
均
太
陽
時
、
假
想
上
の
季
均
太
陽
が
南
中
し
陀
時

を
零
時
こ
す
る
も
の
。

眞
太
陽
時
、
眞
の
太
陽
が
南
中
し
把
ご
き
を
零
時
ε

す
る
も
の
。
今
此
等
を
順
を
追
ふ
て
説
明
し
や
う
。

恒
星
時
の
測
定
法

第
一
の
恒
星
時
は
、
春
分
鮎
が
其
の
地
の
子
午
線
（
天
頂
ご

南
北
両
極
ご
を
連
ら
ね
る
天
球
上
の
大
野
）
を
、
繹
過
し
た

瞬
間
を
零
時
こ
し
、
二
、
三
…
…
思
至
、
廿
四
時
置
か
ぞ
へ

る
の
で
あ
っ
て
、
次
に
述
べ
る
様
に
吾
人
の
直
接
観
測
か
ら

最
執
精
密
に
定
め
得
る
も
の
で
あ
る
。
一
士
、
春
分
黙
こ
い

ふ
も
の
は
点
在
の
も
の
で
な
い
。
天
球
の
赤
道
ε
、
黄
道
こ

の
交
鮎
で
理
論
上
の
も
の
で
あ
る
吾
人
の
眼
に
は
、
太
陽
が

恒
星
の
問
を
縫
う
て
、
一
年
間
に
一
回
地
球
の
週
團
を
蓮
行

ず
る
檬
に
見
ね
る
が
、
そ
の
見
掛
上
太
陽
の
歩
む
道
が
、
帥

ち
黄
道
で
あ
る
。

天
球
上
の
赤
道
ご
は
、
地
球
の
赤
道
孕
面
ご
、
天
球
の
球
面

ビ
の
交
線
で
、
両
極
か
ら
九
十
度
の
所
に
あ
る
大
賢
で
あ
る

赤
道
ご
黄
道
ご
が
一
致
し
な
い
の
は
、
地
球
の
自
轄
軸
が
、

地
球
ご
太
陽
ご
を
、
結
ぶ
直
線
の
薔
く
正
面
に
封
し
て
垂
直

で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
の
二
つ
の
大
要
が
交
る
二
つ
の
黙

が
即
ち
春
分
鮎
ご
、
秋
分
鮎
ご
で
あ
っ
て
、
春
分
ご
、
秋
分

こ
い
ふ
の
は
、
太
陽
が
恰
度
春
分
鮎
、
秋
分
貼
に
あ
る
時
を

い
ふ
の
で
あ
る
。

此
の
時
は
太
陽
が
恰
度
、
赤
道
上
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
或

地
に
於
け
る
赤
道
の
水
李
面
上
の
高
さ
は
、
其
地
の
緯
度
か

ら
直
ち
に
定
ま
る
か
ら
、
春
分
の
前
後
に
太
陽
の
高
さ
を
、

数
回
観
測
す
れ
ば
、
太
陽
が
赤
道
を
経
過
し
仁
の
は
、
帥
ち

春
分
黙
に
断
つ
把
の
は
、
何
時
何
分
公
論
か
を
、
容
易
に
決

定
す
る
事
が
出
馨
る
。
　
（
言
ふ
ま
で
も
な
く
此
の
時
刻
は
、

何
で
あ
っ
て
も
よ
い
、
要
は
此
の
時
計
で
何
時
何
分
何
秒
が

恒
星
時
の
零
時
に
あ
把
る
か
を
知
る
に
あ
る
）
。

そ
れ
か
ら
、
此
の
時
刻
に
太
陽
が
子
午
線
よ
り
こ
れ
丈
、
束

又
は
西
に
離
れ
て
居
π
か
も
計
算
し
得
る
か
ら
、
春
分
鮎
の

子
午
線
経
廻
を
す
る
時
刻
を
ば
、
容
易
に
時
計
面
上
に
求
め

る
事
が
出
來
る
。
次
に
此
の
同
じ
時
計
を
用
ひ
て
、
干
る
著

る
し
い
恒
星
の
子
午
線
経
過
を
観
測
す
れ
ば
、
春
分
瓢
ご
其

の
恒
星
こ
の
間
隔
を
時
間
で
知
る
事
が
出
來
る
。
一
度
、
大

天
文
皇
で
大
き
い
精
密
な
器
械
を
用
ひ
て
、
正
し
く
此
の
二

言
を
行
つ
π
‘
す
れ
ば
、
其
の
後
は
其
の
恒
星
の
南
中
す
る
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時
刻
を
観
測
し
て
、
正
し
く
恒
星
時
を
求
め
得
ろ
筈
で
あ
る

術
叉
、
此
の
恒
星
を
基
準
ε
し
て
、
他
の
多
く
の
星
の
子
午

線
経
過
を
槻
測
す
れ
ば
、
そ
れ
等
多
歎
の
星
の
南
中
時
刻
を

恒
星
時
で
知
る
事
は
わ
け
の
な
い
こ
ご
で
あ
る
。
　
（
此
の
時

刻
を
示
す
歎
を
其
の
星
の
赤
経
こ
い
ふ
）
。

而
し
て
、
此
の
値
を
示
し
て
あ
る
、
恒
星
表
さ
へ
あ
れ
ば
、
恒

星
時
を
知
る
蔑
め
に
は
、
吾
人
は
最
早
春
分
鮎
が
ざ
こ
に
あ

る
か
を
知
る
必
要
が
な
い
。
唯
其
の
表
中
に
示
さ
れ
て
あ
る

任
意
の
星
の
子
午
線
維
過
を
観
測
す
れ
ば
い
、
の
で
あ
る
。

種
々
の
原
因
の
爲
め
に
、
實
を
言
ふ
ご
、
春
分
鮎
は
年
々
一

定
で
な
い
。
故
に
恒
星
の
赤
墨
も
時
に
癒
じ
て
獲
化
す
る
。

（
星
の
位
置
の
鍵
化
す
る
原
因
は
、
春
分
鮎
の
移
動
の
外
に

も
あ
る
）
然
し
、
そ
の
愛
化
の
模
様
が
明
で
あ
っ
て
、
理
論

上
正
確
に
、
計
算
し
得
る
か
ら
、
一
度
正
し
く
測
定
し
て
お

け
ば
、
其
の
後
は
計
算
に
よ
っ
て
、
任
意
の
年
の
、
任
意
の

時
の
位
置
を
知
る
事
が
出
還
る
。

英
・
米
・
猫
・
佛
等
で
、
年
々
出
版
し
て
る
天
文
暦
に
は
、
藪

百
個
の
恒
星
の
位
置
が
十
ロ
お
き
に
、
極
め
て
正
確
に
記
載

し
て
わ
る
か
ら
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
、
恒
星
時
の
測
定
は
容
易

に
出
撃
》
の
で
あ
る
．
．

扱
次
に
起
る
問
題
は
、
李
下
太
陽
時
の
測
定
で
あ
る
。

年
時
太
陽
時
の
測
定
法

こ
れ
の
基
準
こ
な
る
べ
き
、
夕
月
太
陽
こ
い
ふ
の
は
叉
實
在

の
も
の
で
な
い
。
眞
の
太
陽
ご
同
週
期
を
以
て
、
全
く
整
齊

の
速
度
で
、
赤
道
上
を
運
行
す
る
假
想
天
禮
を
考
へ
、
此
を

天
交
響
上
の
李
均
太
陽
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。

此
の
李
均
太
陽
ざ
、
眞
太
陽
こ
の
子
午
線
経
過
を
な
す
時
刻

は
勿
論
等
し
く
な
い
。
　
一
年
に
四
回
丈
は
一
致
す
る
け
れ
ざ

も
、
其
他
の
日
に
は
前
に
な
っ
た
り
後
に
な
つ
だ
b
、
其
の

差
が
種
々
に
鍵
化
す
る
。
此
の
差
を
時
差
ご
興
し
、
ヌ
理
論

的
に
計
算
す
る
事
が
出
典
る
。

天
文
暦
に
は
毎
日
の
時
差
の
値
が
、
記
載
し
て
あ
る
か
ら
、

此
を
用
ひ
れ
ば
、
眞
太
陽
の
南
中
時
刻
か
ら
、
李
下
太
陽
の

南
中
時
刻
を
得
る
の
は
容
易
の
業
で
あ
る
。

然
し
な
が
ら
、
最
も
正
確
な
方
法
は
、
現
在
一
般
に
や
っ
て

る
様
に
、
恒
星
時
か
ら
早
耳
に
よ
っ
て
、
李
均
太
陽
時
を
導

く
方
法
で
あ
る
。

即
ち
、
先
づ
星
の
槻
測
に
よ
っ
て
、
恒
星
時
を
知
b
、
天
交

暦
に
よ
っ
て
そ
の
口
の
・
李
均
太
陽
町
の
正
午
が
、
恒
星
時
の
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何
時
に
実
る
か
を
求
め
て
、
そ
れ
か
ら
二
五
太
陽
時
を
算
出

す
る
の
で
あ
る
。

任
意
の
日
の
李
均
正
午
の
恒
星
時
は
、
理
論
的
計
算
に
よ
っ

て
求
め
得
る
の
で
、
天
文
暦
に
は
毎
日
の
値
が
示
さ
れ
て
居

る
Q
假
令
ば
、
大
正
六
年
十
二
月
一
日
の
夜
、
星
の
観
測
に

よ
っ
て
、
或
る
時
刻
が
恒
星
時
で
、
廿
二
時
五
三
分
八
秒
だ

こ
い
ふ
事
を
知
っ
た
こ
す
る
。

そ
こ
で
弓
丈
暦
か
ら
、
こ
の
日
の
正
午
の
恒
星
時
を
求
め
て

十
七
時
三
分
四
十
三
秒
（
但
し
氣
仙
郡
矢
作
村
に
於
て
）
を

得
る
。
か
く
て
此
の
求
め
ん
ε
す
る
時
刻
ε
、
正
午
こ
の
間

隔
は
、

　
　
b
g
b
っ
羅
お
ゆ
Q
◎
二
一
旨
壽
○
σ
“
〉
お
尊
u
伽
碍
お
ゆ
犠
尊

帥
ち
五
時
四
十
九
分
二
十
五
秒
（
恒
星
時
間
）
で
あ
る
か
ら
、

此
を
李
均
太
陽
時
間
に
換
へ
る
ご
、
五
時
四
十
言
分
廿
八
秒

ε
な
る
。
此
を
零
時
に
加
へ
て
、
李
均
太
陽
時
ε
し
て
、
五

時
四
十
八
分
廿
八
秒
を
得
る
の
で
あ
る
。

入
の
よ
く
知
る
如
く
、
我
々
が
日
常
用
ひ
て
る
時
刻
の
呼
び

方
に
於
て
は
恥
此
の
李
均
正
午
よ
り
十
二
時
間
前
を
、
一
日

の
始
め
こ
し
、
一
日
を
十
二
時
間
づ
、
二
つ
に
分
け
て
、
午

前
ご
、
午
後
ご
に
匹
別
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
天
文
學

上
で
は
正
午
を
一
日
の
始
巴
し
て
、
そ
れ
か
ら
翌
日
の
正
午

迄
一
績
き
に
廿
三
時
、
廿
四
時
ご
呼
ん
で
居
る
。
そ
れ
で
之

を
属
別
す
る
爲
め
に
、
前
の
方
を
ば
生
計
時
叉
は
常
用
時
、

後
の
方
を
ば
天
文
時
ご
呼
ぶ
。

一
日
の
始
を
日
中
に
置
く
事
は
、
書
間
に
働
く
吾
人
に
ご
つ

て
は
不
便
に
相
違
な
い
が
、
午
前
だ
の
、
午
後
だ
の
ε
い
っ

て
、
混
雑
を
來
す
ご
い
ふ
の
は
全
く
意
義
の
な
い
事
で
あ
る

此
は
早
晩
改
む
る
様
に
す
べ
き
で
あ
る
う
。

そ
れ
か
ら
、
眞
太
陽
時
こ
い
ふ
の
は
、
興
の
太
陽
の
南
中
し

た
こ
き
を
正
午
こ
す
る
の
で
あ
る
が
、
眞
太
陽
時
を
正
確
に

示
す
様
な
時
計
は
、
造
り
得
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
實
際
は
用

ひ
ら
れ
な
い
。
普
通
の
日
時
計
の
示
す
時
刻
は
眞
太
陽
時
で

あ
る
が
、
李
均
太
陽
時
こ
の
差
が
、
多
い
時
は
十
⊥
ハ
勢
位
に

達
す
る
。

　
　
　
　
標
　
　
準
　
　
時

拐
こ
れ
迄
述
べ
た
所
に
よ
っ
て
、
天
鴨
の
槻
測
か
ら
正
確
な

る
時
刻
を
知
る
を
得
π
が
、
か
く
し
て
得
把
も
の
は
、
實
は

土
地
に
よ
っ
て
異
る
の
で
あ
る
。
一
箇
の
天
威
は
地
球
の
上

の
あ
ら
ゆ
る
土
地
の
子
午
線
を
、
東
の
力
か
ら
順
次
に
経
遇

す
る
故
に
、
同
じ
瞬
間
を
呼
ぶ
時
刻
の
名
樗
が
地
方
に
よ
っ
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て
異
る
の
で
あ
る
。
勿
論
恒
星
時
は
異
っ
て
も
差
支
な
い
が
、

常
用
時
が
斯
様
で
は
、
不
便
で
あ
る
の
で
世
界
の
文
明
國
は

各
一
箇
ヌ
は
数
個
の
、
標
準
時
な
る
も
の
を
設
け
て
居
る
。

帥
ち
其
の
地
方
の
、
中
央
部
を
通
過
す
る
子
午
線
を
標
準
こ

し
之
を
墓
準
子
午
線
ご
名
づ
け
、
此
の
子
午
線
の
時
刻
を
、

其
地
方
で
は
一
齊
に
用
ひ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
に
封
し

て
其
土
地
本
來
の
時
刻
を
地
方
時
ご
心
す
る
。

一
般
に
周
知
せ
る
如
く
、
我
が
國
に
は
、
中
央
ご
西
部
ざ
の

二
つ
の
標
準
時
を
設
け
て
居
っ
て
此
の
時
刻
を
全
國
に
報
ず

る
爲
め
に
は
、
叉
特
別
な
機
關
が
備
へ
ら
れ
て
あ
る
。

今
此
の
報
時
機
關
を
、
陸
上
へ
の
も
の
こ
、
航
海
者
へ
の
も

の
こ
に
、
大
別
し
て
少
し
く
記
述
し
て
見
よ
う
。

陸
上
生
活
を
し
て
居
る
吾
々
に
、
直
接
正
し
い
時
刻
を
報
ず

る
の
は
、
郵
便
局
の
時
計
で
あ
る
が
、
郵
便
局
は
叉
、
電
信
に

よ
っ
て
、
毎
日
爽
京
天
交
壷
よ
り
の
報
時
信
號
を
、
受
け
て

居
る
の
で
あ
る
。
束
京
天
交
壷
で
は
、
天
候
の
許
す
か
ぎ
り
、

毎
夜
観
測
に
よ
っ
て
時
刻
を
定
め
、
毎
日
の
正
午
を
、
特
別
の

電
氣
装
置
の
あ
る
、
時
計
で
、
自
働
的
に
全
國
の
、
＝
H
等
郵

便
局
へ
報
ず
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
吾
人
の
時
計
は
全
部
、

此
に
一
致
す
る
榛
に
、
調
整
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
之
は
全

逓
一
般
へ
の
報
時
で
あ
る
が
、
陸
上
報
時
信
號
に
は
、
術
此
の

他
正
午
砲
が
あ
る
。
他
の
地
の
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
の

だ
け
は
、
天
文
壷
の
時
計
ご
直
接
の
電
氣
的
連
絡
が
あ
る
。
正

午
砲
は
時
に
三
十
秒
以
上
の
誤
差
を
生
す
る
事
が
あ
る
け
れ

ざ
も
、
一
二
等
郵
便
局
へ
の
報
時
は
、
○
・
三
秒
以
上
の
差

の
あ
る
こ
ご
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

航
海
者
に
ざ
つ
て
は
、
自
分
の
位
遣
を
知
る
上
か
ら
、
正
確

な
標
準
時
が
非
常
に
必
要
な
の
で
、
各
々
船
中
に
精
密
な
、

狂
の
生
じ
難
い
ク
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
ご
い
ふ
特
別
な
時
計
を
置

い
て
、
天
文
塁
か
ら
の
信
號
を
受
け
て
居
る
。

此
に
は
無
線
電
信
に
よ
る
の
こ
、
標
時
球
に
よ
る
の
こ
こ
」
．

法
あ
る
。
前
者
は
本
邦
で
は
、
銚
子
ご
船
橋
（
此
の
局
は
大

正
五
年
十
二
月
十
一
日
か
ら
）
ど
の
両
無
線
電
信
局
で
や
っ

て
居
る
Q

帥
ち
此
の
二
つ
の
局
で
は
、
東
京
天
文
豪
か
ら
の
、
電
氣
装

置
の
同
一
回
線
内
に
、
各
々
の
登
信
機
を
置
い
て
、
午
後
の

九
時
を
同
時
に
報
知
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

故
に
此
の
電
波
の
達
す
る
範
園
内
に
於
て
は
、
何
・
庭
で
も
正

し
い
時
刻
を
知
る
事
が
出
來
る
。

も
う
一
つ
の
標
時
球
こ
い
ふ
の
は
、
無
線
電
信
の
装
置
の
な
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い
船
舶
の
爲
め
に
、
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
幾
分
奮
式
な
方

法
で
あ
る
。
鞘
管
で
は
、
横
撃
、
早
戸
、
門
司
、
長
崎
の
四

個
所
に
、
此
の
装
置
が
あ
る
。
此
れ
は
灘
内
に
碇
舶
し
て
る

す
べ
て
の
船
舶
か
ら
見
ね
る
様
な
所
に
一
本
の
竿
を
だ
て
、

そ
の
頂
に
一
個
の
球
を
吊
し
て
お
き
、
正
午
に
な
っ
た
瞬
間

に
、
そ
れ
を
落
下
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
矢
張
電
氣
装
置
で

自
働
的
に
落
つ
る
様
に
な
っ
て
居
り
、
門
司
ご
、
官
戸
ご
、

横
濱
の
三
ケ
所
の
は
、
東
京
天
交
壁
か
ら
の
直
接
電
流
に
よ

り
、
長
崎
で
は
別
に
観
測
所
を
設
け
て
濁
立
に
同
じ
時
刻
を

報
じ
て
居
る
。

無
線
電
信
に
依
る
の
も
、
此
の
標
時
球
に
よ
る
の
も
、
報
時

は
非
常
に
正
確
で
、
そ
の
誤
差
が
○
・
三
秒
以
上
に
な
る
事

は
、
稀
で
あ
る
。
但
し
標
時
球
に
は
事
故
が
多
く
て
故
障
が

起
り
易
い
さ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
簡
易
な
る
時
刻
測
定
法

最
後
に
簡
易
な
時
刻
の
測
定
注
を
述
べ
て
見
よ
う
。
勿
論
此

の
時
刻
は
中
央
標
準
時
、
卒
均
太
陽
時
の
常
用
時
の
事
で
あ

る
。
此
は
、
庭
の
一
隅
に
一
本
の
杭
を
立
て
、
そ
の
杭
の
陰

影
が
、
其
の
墓
部
を
通
じ
て
引
い
た
、
南
北
線
ざ
一
致
す
る

時
刻
を
、
観
測
す
る
の
で
あ
る
。

其
の
地
上
に
引
く
べ
き
南
北
の
線
は
、
磁
石
で
き
め
て
も
い

、
が
、
そ
れ
よ
り
も
正
確
な
の
は
、
北
極
星
を
観
測
し
て
定

む
る
事
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
岩
手
藪
が
か
、
る
か
ら
、
次

の
機
な
方
法
を
用
ひ
る
が
よ
い
Q
先
づ
午
前
十
時
か
ら
十
｝

時
頃
、
杭
の
陰
影
の
長
さ
を
計
り
、
其
方
向
を
地
面
へ
書
【
い

て
お
く
、
次
に
午
後
の
一
時
か
二
時
頃
に
其
の
桧
影
の
長
さ

が
午
前
中
に
観
測
し
た
時
ご
等
し
く
な
っ
た
こ
き
に
、
叉
共

の
方
向
を
地
面
へ
記
す
。
か
く
し
て
得
た
二
本
の
直
接
の
挾

角
を
、
二
等
分
す
る
機
に
一
本
の
直
線
を
引
け
ば
其
の
直
線

は
可
な
り
正
し
く
南
北
の
方
向
を
示
す
の
で
あ
る
。
　
（
此
の

作
三
法
の
方
法
は
、
太
陽
が
若
し
も
恒
星
の
如
く
動
か
の
も

の
な
ら
ば
裂
干
に
正
し
く
あ
る
け
れ
ざ
も
、
赤
熱
も
赤
緯
も

（
赤
這
よ
り
の
角
距
離
）
共
に
課
す
る
現
在
の
太
陽
の
場
合
に

は
幾
分
の
誤
差
を
免
れ
な
い
。
然
し
こ
ん
な
粗
雑
な
器
械
で

や
る
當
面
の
観
測
に
は
、
こ
ん
な
事
を
考
に
入
れ
る
必
要
も

あ
る
ま
い
9

で
此
の
直
線
ご
、
陰
影
の
中
心
ご
が
一
致
し
柁
ご
き
の
時
刻

を
観
測
し
後
に
述
ぶ
る
方
法
に
よ
っ
て
、
其
の
日
の
太
陽
の

南
中
時
刻
を
計
算
し
今
の
観
測
値
ご
比
較
し
て
、
時
計
を
調

整
す
る
の
で
あ
る
o
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此
の
方
法
で
は
、
杭
の
長
さ
が
五
尺
位
も
あ
り
、
且
つ
頂
部

に
近
い
所
へ
孔
を
あ
け
て
、
陰
影
の
代
り
に
、
太
陽
の
實
像

だ
、
水
李
に
据
ぬ
元
板
の
上
に
投
ず
る
様
に
す
れ
ば
、
二
三

秒
一
粒
正
し
く
、
時
刻
を
測
定
す
る
事
が
出
家
る
。

其
の
日
の
太
陽
の
南
中
時
刻
は
、
本
暦
か
ら
求
め
る
の
で
あ

る
が
、
其
の
爲
め
に
は
、
其
の
地
の
経
度
を
知
ら
ね
ば
な
ら

n
。
最
も
三
軍
に
此
の
目
的
を
蓮
す
る
に
は
、
陸
地
測
量
部

の
地
圖
を
用
ひ
る
が
よ
い
。
實
測
し
て
出
來
把
五
萬
分
一
の

圖
な
れ
ば
極
め
て
正
確
に
行
く
が
、
未
だ
出
版
さ
れ
て
居

な
い
地
方
で
は
、
も
ご
の
二
十
萬
分
ノ
一
の
も
の
で
も
よ

い
。

自
分
の
周
圃
に
あ
る
山
や
、
河
等
の
著
し
い
も
の
を
同
安
こ

し
て
、
圖
上
に
自
分
の
位
置
を
求
め
、
そ
れ
か
ら
物
差
か
、

コ
ン
．
ハ
ス
か
で
経
度
を
測
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
て
得
紀
も

の
は
、
角
度
の
度
歎
で
あ
ら
は
れ
る
か
ら
、
十
五
で
割
っ
て

時
間
で
経
度
を
表
し
て
お
く
方
が
都
合
が
よ
い
。

本
暦
に
は
毎
日
の
，
太
陽
の
南
中
時
刻
を
、
中
央
標
準
時
で

記
載
し
て
あ
る
が
、
是
は
束
穫
九
時
一
入
分
五
十
八
秒
な
る

東
京
天
丈
皇
に
於
け
る
数
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
土
地
に
於

け
る
南
中
時
測
は
、
此
庭
に
示
し
て
あ
る
値
に
、
天
文
壷
ご

の
径
度
の
差
を
、
加
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
東
京
よ

り
東
の
方
の
地
で
は
減
す
べ
く
、
西
の
方
で
は
加
ふ
べ
き
で

あ
る
。

例
へ
ば
、
氣
仙
郡
下
矢
作
諒
常
小
學
校
は
、
東
司
九
時
廿
六

分
七
秒
の
所
に
あ
る
か
ら
、
此
庭
に
於
け
る
大
正
⊥
ハ
年
十
二

月
一
日
の
太
陽
の
南
中
時
刻
は
、
次
の
模
に
し
て
來
め
ら
れ

る
。
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）
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劇
。
。
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料
颯
㍗
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蒔
O
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囲
洪
麟
○
識
隔

よ
つ
て
杭
の
陰
影
が
、
南
北
線
ご
一
致
し
に
ご
き
を
、
十
一

時
廿
二
分
四
三
秒
こ
す
れ
ば
其
の
時
計
は
正
し
い
中
央
標
準

時
を
示
す
の
で
あ
る
。
三
内
の
本
暦
に
示
し
て
あ
る
南
中
時

刻
へ
、
十
八
分
五
十
八
秒
頃
加
へ
る
ご
、
基
準
子
午
線
上
の

南
中
時
刻
こ
な
り
、
此
ご
十
二
時
こ
の
差
が
帥
ち
其
の
日
の

時
差
で
あ
る
。
（
終
）
（
「
敏
胃
の
曙
光
」
よ
り
鞠
載
）


